
全進研「夏のセミナー２０１５」 

生きる•学ぶ•働く〜子ども•若者とともに進路をひらく〜 

■８月２日（日）１０：００〜１６：３０ 

■会場 東洋大学白山キャンパススカイホール 
都営地下鉄三田線「白山」駅、徒歩５分／東京メトロ南北線「本駒込」駅、徒歩５分    ▲２号館１６階 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

１０：００〜受付  

１０：３０ 開会 

                                        司会 中村岳夫（共同代表） 

●講演 １０：４５〜１２：００                           

「奨学金」“ブラックバイト”に見える進路教育の課題（仮） 

  講師：大内裕和さん 
中京大学国際教養学部教授。奨学金問題対策全国会議共同代表、 

１９６７年生まれ。専門は教育学•教育社会学。著書に『教育基 

本法改正論批判』（白澤社／２００３）、共著『日本の奨学金はこ 

れでいいのか！—奨学金という名の貧困ビジネス』（あけび書房／ 

２０１３）、『「全身○活」時代—就活•婚活•保活からみる社会論』 

（青土社／２０１４）、『ブラックバイト』（堀之内出版／２０１５） 

                 

●シンポジウム 「学び」を奪われる若者たちの現状と教育の責任 １３：００〜１４：４５ 

                                            コーディネーター  綿貫公平（共同代表）          

                       大内裕和さん（中京大学教授） 

                       藤川里恵さん（都留文科大学学生ユニオン共同代表） 

                       藤村 治さん（全国大学院生協議会議長） 

                       鈴木敏則さん（民主教育研究所、元埼玉県立高校教諭、首都圏高校生実行委員会顧問） 

 

●グループ交流／講演とシンポジウムを受けて ＊参加者でグループに分かれ意見交換します。 １４：５５〜１５：５５ 

●まとめ １６：００〜 今泉博（世話人、前北海道教育大学） 

１６：３０ 閉会  

                                     資料代：１５００円／学生：５００円 

http://blog.livedoor.jp/zenshinken1963/    http://homepage1.nifty.com/zenshinken/ 

——————— 主催●全国進路指導研究会（全進研） ０９０−９１４５−９８９２ ——————— 

 

http://blog.livedoor.jp/zenshinken1963/
http://homepage1.nifty.com/zenshinken/


＊「学ばせろ！」…学びたくても、高い授業料を前にたじろぐ子ども•若者がいます。「高学費」の上に、公的な「給付

型」奨学金はありません。学ぶ機会と、それを保障する財源は各家庭に委ねられる中で、教育は本来の働きとは反対

に、「貧困と格差」を助長し、固定•拡大する方向に進んでいます。 

 ２０１０年春、高校授業料無償化【不徴収】導入時、文部科学省の配布したチラシには、大きく「社会全体であなた

の学びを支えます」とありました。また、２０１２年９月「漸進的に高等教育まで無償化する」国際人権規約の留保

事項を撤回し、教育の無償化に向けた姿勢を（遅ればせながら）国際的に示しました。しかし、これを「ばらまき」

と批判した勢力が、政権に返り咲きを果し、普遍的な「無償化」施策は廃止され、所得制限を設けられるに至りまし

た。この国の教育費（ＧＤＰ比）は、ＯＥＣＤ諸国で最も低いレベルのままです。 

＊約半数の大学生が利用する日本学生支援機構（旧日本育英会）の「奨学金」はすべて「貸与型」であり、その大半は

利子のつく「奨学金」とは呼べない「学資金」。雇用環境の悪化とともに、返還に関わる問題も噴出しています。 

＊親の収入が減り、仕送り額も減る一方です。そこで、奨学金利用を避けたり、卒業後の返還のために貯蓄するなど「ア

ルバイト漬け」にならざるを得ない学生がいます。大内裕和さんは、「学生であることを尊重しないアルバイトのこ

と」を「ブラックバイト」と名付けました。フリーターの増加や非正規雇用労働の基幹化が進む中で登場しました。 

★☆★若者の「学ばせろ！」その現状と思いを共有し、あらためて学校教育／進路教育への課題を考えるセミ

ナーです。ぜひ、お誘い合わせの上、ご参加下さい。★☆★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場へのアクセス 

 

都営地下鉄三田線「白山」駅•A3出口から「正門・南門」徒歩 5分 

•A1出口から「西門」徒歩 5分 

東京メトロ南北線「本駒込」駅•1番出口から「正門・南門」徒歩 5分 

都営地下鉄三田線「千石」駅•A1出口から「正門・西門」徒歩 8分 

東京メトロ千代田線「千駄木」駅•1番出口から「正門・南門」徒歩 15分 

JR山手線「巣鴨」駅•南口から「正門・西門」徒歩 20分 

•都営バス 10分（「浅草寿町」行「東洋大学前」下車） 

2 号館 16 階 

スカイホール 

「大学時代は社会に本格的に出る前に、さまざまな学びや経験によって自らのものの見方を広げ、深め

ていく貴重な時間です。その時間に蓄えた知識や経験が、社会に出た後で大きな力を発揮します。しか

し、ブラックバイトに苦しむ学生たちは、大学の授業の予習や復習の時間、読書などさまざまな学びの

時間、サークルや学生同士の交流など学生時代にしかできない貴重な経験を得る時間を、大幅に奪われ

ています。 

 この状況が続けば、大学生は自ら学びたいことを学ぶことができませんし、卒業後の労働力の質は確

実に低下します。将来の労働市場の中核を担う大学生の能力が低下すれば、技術革新、高い品質、斬新

なアイデアなどで支えるべき、日本の今後の産業が立ち行かなくなる危険性が出てきます。社会のしく

みを維持・発展させる人材の力量も低下しかねません。そのことは、人口減少と相まって今後の日本の

経済と社会に甚大な悪影響を与えます。」             

大内裕和氏『ＮＨＫ 視点・論点』2015.5.29 より 

 

 


